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﹇
愛
知
所
﹈
新
城
市
と
岡
崎
市
、
豊
川
市
の

境
に
そ
び
え
る
本
宮
山
。

三
河
高
原
の
南
西
の
端
に
位
置
し
、
山
頂
か

ら
は
三
河
湾
、
遠
州
灘
を
一
望
し
、
天
気
の
よ

い
日
に
は
遠
く
富
士
山
を
望
む
こ
と
も
出
来
ま

す
。愛

知
所
か
ら
眺
め
る
標
高
七
八
九

の
本
宮

山
は
、
北
側
に
そ
そ
り
立
つ
山
脈
の
西
端
に
ひ

と
き
は
高
く
そ
び
え
、
数
多
く
の
ア
ン
テ
ナ
が

立
ち
並
ぶ
姿
が
印
象
的
で
す
。

本
宮
山
の
裏
側
（
岡
崎
市
側
）
に
は
、
闇
苅
く
ら
が
い

国

有
林
が
所
在
し
、
そ
の
中
を
流
れ
る
谷
川
を
闇

苅
渓
谷
と
称
し
、
観
光
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
、
岡
崎
、
豊
川
、
豊
橋
か
ら
訪
れ
る

市
民
で
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
の
十
一
月
ま
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

闇
苅
渓
谷
で
は
、
マ
ス
釣
り
や
、
マ
ス
の
つ

か
み
取
り
が
出
来
る
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ

ン
ガ
ロ
ー
も
設
置
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
、
訪
れ
た
観
光

客
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

本
宮
山
の
山
頂
に
は
、
三
河
一
宮
と
し
て
知

ら
れ
る
砥
鹿
神
社
の
奥
の
院
が
あ
り
、
豊
川
市

一
宮
町
の
登
山
口
か
ら
奥
の
院
ま
で
の
本
格
的

な
登
山
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
登
山
コ
ー
ス
は
修
験
者
が
修
行
の
た
め

に
登
山
し
た
道
で
も
あ
り
、
最
近
で
は
登
山
道

の
登
り
口
付
近
で
温
泉
が
掘
り
当
て
ら
れ
る
な

ど
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
出
来
ま
し
た
。

本
宮
山
山
頂
へ
は
登
山
道
を
歩
く
ほ
か
、
闇

苅
渓
谷
を
歩
く
ル
ー
ト
、
そ
し
て
本
宮
山
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
を
車
で
走
る
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
本
宮
山
の
山
頂
付

近
を
走
る
道
路
で
、
そ
の
眺
め
は
大
変
に
す
ば

ら
し
い
も
の
で
す
。

◇
ア
ク
セ
ス

岡
崎
市
側
の
コ
ー
ス
（
名
鉄
本
宿
駅
か
ら
闇

苅
渓
谷
バ
ス
50
分
）

豊
川
市
側
の
コ
ー
ス
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
長
山
駅

〜
頂
上
ま
で
徒
歩
２
時
間
30
分
）

＊
車
の
場
合

名
古
屋
方
面
か
ら
来
る
場
合

東
名
高
速
道
路
岡
崎
イ
ン
タ
ー
よ
り
闇
苅
渓

谷
方
面
へ

静
岡
方
面
か
ら
来
る
場
合

東
名
高
速
道
路
豊
川
イ
ン
タ
ー
よ
り
国
道
１

５
１
号
線
を
新
城
方
面
へ
、
国
道
３
０
１
号
線

経
由
し
、
本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
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本宮山に立ち並ぶアンテナ群

頂上にある砥鹿神社の奥の院

愛知森林管理事務所 
（各署の景勝地等を紹介） 

ほん ぐう ざん 

「「
信
仰
の
山
　
本
宮
山
」
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